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タンパク質の構造解析から⾒えるもの
〜Dnmt1の構造⽣物学を例に〜
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⽣命現象を担うタンパク質の構造解析研究はX線結晶構造解析やNMRさらにCryoEM
による単粒⼦解析といった研究⼿法の開発によって⽬覚ましい発展を遂げています。
しかし、それらの⼿法を⽤いた構造⽣物学は、⽣命科学のごく⼀部の研究者にのみ馴
染みある研究領域でもあります。
本セミナーではエピジェネティクスを担うDNAメチルトランスフェラーゼ（Dnmt1）
のX線結晶構造解析を⽤いた構造⽣物学研究を例として、タンパク質の構造解析から
⾒えてくるものを、タンパク質科学研究⼿法や構造解析研究にご興味ある研究者の
⽅々に分かりやすく紹介します。また、播磨理研の⼤型放射光施設SPring-8/SACLAの
紹介、AMED-BINDS（創薬等先端技術基盤プラットフォーム事業）での研究⽀援につ
いてもご紹介致します。
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